
9
条
は
世
界
平
和
の
目
標

憲
法
を
守
る
一
点
で

手
を
つ
な
ご
う

総
選
挙
後
の
特
別
国
会
で
は
、
衆
議
院
の
憲
法

特
別
委
員
会
、
参
議
院
の
憲
法
調
査
会
で
憲
法
改

定
の
手
続
き
法
と
し
て
の
「
国
民
投
票
法
」
の
実

質
的
な
調
査
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
民
、
公
明
、
民
主
の
三
党
は
憲
法
の
改
定
を

視
野
に
次
期
通
常
国
会
へ
の
「
国
民
投
票
法
案
」

の
上
程
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。
国
民
投
票
法
の
法

制
化
は
単
に
憲
法
改
定
の
た
め
の
「
手
続
き
法
」

を
定
め
る
だ
け
で
な
く
、
憲
法
９
条
を
改
悪
す
る

こ
と
と
直
結
し
た
問
題
で
す
。

日
本
は
こ
れ
ま
で
憲
法
９
条
の
制
約
か
ら
イ
ラ
ク
へ
の

自
衛
隊
派
遣
に
あ
た
っ
て
、「
武
器
は
使
用
し
な
い
」「
戦

闘
地
域
に
は
行
か
な
い
」
な
ど
の
条
件
を
つ
け
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
が
戦
後
60
年
間
、
戦
争
で
直
接
人

を
殺
し
た
り
、
殺
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
憲
法
９
条
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。
９
条
の
生
命
力
は
、
21
世
紀
の
日
本
と

世
界
の
平
和
の
道
を
さ
し
示
す
光
で
す
。
国
連
ミ
レ
ニ
ア

ム
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
「
日
本
国
憲
法
９
条
の
国
際
化
」
を
提

起
し
た
よ
う
に
９
条
は
世
界
の
目
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
家
族
や
恋
人
、
子
ど
も
や
孫
に
、
戦
争
の
な
い

平
和
な
日
本
と
世
界
を
残
し
た
い
と
願
う
の
は
、
思
想
・

信
条
の
違
い
を
超
え
て
共
通
で
す
。

日
本
が
再
び
戦
争
し
な
い
た
め
に
は
、
国
民
み
ん
な
が

「
憲
法
を
守
る
一
点
」
で
手
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
れ
ば
、
憲

法
９
条
を
変
え
よ
う
と
考
え
て
い
る
議
員
が
国
会
で
多
数

で
も
、
改
憲
を
食
い
止
め
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

平
和
を
守
る
の
は
主
権
者
で
あ
る
国
民
１
人
ひ
と
り
で

す
。
国
の
在
り
よ
う
を
決
め
る
の
も
私
た
ち
の
責
任
で
す
。

「
あ
る
日
、
気
づ
い
た
ら
日
本
が
戦
争
に
踏
み
出
し
て
い

た
」
と
な
ら
な
い
よ
う
、
憲
法
を
守
る
た
め
、
い
ま
、
あ

な
た
に
出
き
る
こ
と
の
一
歩
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

民
投
票
法
は
改
悪
と
一
体

国
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一般の法律は国民を「しばる」ものですが、憲法は国民から国家へ「戦争するな」
「人権を守れ」などと「政府をしばる命令書」です。ですから、第99条で大臣や国会議
員に憲法を守ることを義務付けているのです。
憲法は国民にさまざまな自由と人権とともに、「一人一人が大切にされること、幸福
を追求する権利」を保障しています。しかし、自民党の新憲法草案では、「公益や秩序」
を優先し、憲法を「政府をしばる」ものから、「国民をしばる」ものに変えようとして
います。

憲法は、国民の国に対する「命令書」


